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　令和６年度がスタートしました。緊迫する世界情
勢、長引く物価高騰、そして１月１日の能登半島地震
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（４） 北野実　県政レポート　実の目 第28号

第366回定例県議会　予算特別委員会で質疑第366回定例県議会　予算特別委員会で質疑

一人ひとり一人ひとりがが輝く兵庫輝く兵庫へへ

北野　令和３年３月に姫路天神前交差点から
北方向の国道312号線も国道２号の姫路東工区
の４車線化の事業に組み込み一体に整備を進め
ているということであったが、進んでいない。はり
姫がオープンし、アクリエひめじが賑わう中、それ
を避けるように生活道路に入ってくる車が事故を
起こしたり、はり姫の救急搬送への影響が懸念さ
れる。312号線と姫路東工区の現在の取組状況と
今後の計画は？
道路街路課長　令和４年度より用地買収に着

手して、令和５年度中に全５件のうち２件の契約
が完了する見込み。あと残る３件についても所有
者と丁寧に交渉を重ね、早期の用地取得を目指
していく。これら用地取得完了後、隣接する１工
区の工事と併せ、２車線への拡幅を速やかに実
施する。このように、姫路天神前交差点の渋滞解
消に取り組む。

姫路天神前交差点渋滞解消について姫路天神前交差点渋滞解消について

など、先行きが見通せない状況が続いています。だからこそ、地域から元気を発信することが
重要です。令和６年度は安全安心を第一に、未来を担う若者・Ｚ世代に政治の光を当てた応援
パッケージ「県立大学授業料等無償化・奨学金返済支援・不妊治療支援・子育て世帯への住宅確保   
等々」の展開をはじめ、子どもたちや現役、シニア世代、県民一人ひとりが輝く
兵庫を目指して「攻めの県政」を推進します。
　その事業の骨格となる当初予算案など重要案件を審議する第366回２月定例県
議会が２月15日から３月22日までの37日間にわたり開かれました。終始、緊張
感ある是々非々の活発な議論を展開、予算案等上程議案を原案通り可決しました。

　会期中には予算特別委員会が設置され、私も委員の一人として地元姫路市の課題をはじめと
した令和６年度の県政運営等について質疑を行いました。その概要を掲載しましたので、ご一
読ください。
　変化の激しい、激動の時代だからこそ、自然災害をはじめ「不運」を「不幸」に転じてはな
らない！それが政治の使命です。そのことを改めて強く胸に刻み「今年の一字」は「繋」（つな
がる）にしました。多くの皆さんと繋がり絆を深め、次代に繋がる発想で行動力を発揮しま
す。一層のご支援、ご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

予算特別委員会で質問した「花田
井堰」の件で地元に説明

兵庫県議会議員　北野   実

福祉、教育、道路・公園の整備など、県の基本的な事業を行う一般会計は２兆 3,390 億円２兆 3,390 億円
次の４つの柱で施策を展開します

若者・Z世代が輝く兵庫若者・Z世代が輝く兵庫　活躍の場が広がる兵庫活躍の場が広がる兵庫　安全安心に包まれる兵庫安全安心に包まれる兵庫　県政改革の推進県政改革の推進

活動写真館  Autumnr ～Winter
繋がりと絆の現場から

県の特殊詐欺対策を説明
 敬老会

投資事業評価調書より

掃海艇「なおしま」船内
にて入港歓迎姫路野球協会会長として表彰式

管内調査（肢体不自由の共同住宅）で意見交換地元車座トーク

その他、総務・財政・危機管理など
今回掲載したものも含め合計 12 項目
19 問にわたり質問しました。
予算特別委員会の動画は右のＱＲ
コードからご覧いただけます。▶▶▶

市民の声を予算編成で実現！実行力を発揮‼市民の声を予算編成で実現！実行力を発揮‼

県と市のコーディネーター役として行動力を発揮。㊧齋藤
知事と打合せ。㊨清元姫路市長と意見交換

令和６年度県当初予算　総額４兆3,018億円

若者・Ｚ世代応援
パッケージＱＲコード
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（１）現状と課題について
北野　令和５年に産業立地条例が改正され、

特に成長産業、新エネルギー・環境、航空産業、ロ
ボット産業、健康医療産業、半導体産業の集積に
向け、一層支援を手厚くした。条例を軸に、国や
市町の支援もよりスムーズに活用できるというこ
ともポイント。臨海部の人口密集地域と多自然地
域を合わせもつ県の特徴を生かすことも戦略に
なる。そこで現状と課題をお伺いする。
地域産業立地課長　条例改正後の事業確認

件数は35件で、うち水素や半導体等次世代成長
産業が９件、ベイエリア地域への立地が27件、中
小企業が25件で７割であり、戦略的な産業立地
を図るために、支援の重点化を図った効果が現
れている。一方、用地面積の減少が大きな課題。
対応するため、民有地情報の機動的な把握・活用
とともに、地域未来投資促進法等を活用した産
業用地の確保に努めている。
（２）国・市町の支援との連携について
北野　姫路市においても、市街化調整区域内

の放棄農地が多く見られる。姫路は市街地に近く
物流にも便利で、また通勤にも雇用にも便利なと
ころだが、土地利用規制が企業などの進出を拒
んでいる。地域未来投資促進法が適用されれば

産業立地条例による産業立地の促進産業立地条例による産業立地の促進

土地利用が可能になり、中小企業の新たな設備
投資や事業拡大に大きく貢献できる。ワンストッ
プで国・県・市の支援、また、有効な国の制度など
をマッチングできることが求められる。
産業労働部次長　令和６年度、地域未来投資

促進法に基づく兵庫県基本計画の改正を行い、
市町等への周知にもしっかりと取り組む。今後と
も、各種法令や本県の改正立地条例、市町の課
税免除をはじめとする国・県・市町等の様々な支
援制度をガイドブックやホームページで周知す
るとともに、定期連絡会議等で関係機関との連携
協力を図りながら、ひょうご・神戸投資サポートセ
ンターのワンストップ窓口を活用して効果的な産
業立地を推進していく

北野　豊かな海の再生やノリやカキなどの養
殖業を振興していくことが重要。県内の漁業者の
期待も非常に大きいものがある。そのためにも
水産技術センターの研究体制の充実や人材育成
などによる機能強化を進めていく必要がある。そ
こで水産技術センターの近年の研究状況及び今
後の機能強化の方向性をお伺いする。
農林水産部次長　水産技術センターは、県内

の漁業者だけでなく、全国の研究機関などからも
高い評価を受けている。漁業者ニーズや重要度
の高い研究課題については、行政との綿密な連
携のもと、迅速な解明に一層、努めていく。今後と
も、本県水産業の持続的な発展に貢献していき
たい。

令和６年度 令和６年度  予算特別委員会で質疑予算特別委員会で質疑

地域の持続的発展へ地域の持続的発展へ実行力実行力発揮‼発揮‼

（１） 防災・減災、国土強靭化のための５か年加
速化対策について

北野　まず、これまでの実績は？
土木部長　３ヵ年で567億円の予算を確保し、

姫路市香寺町の市川などで洪水の流れを阻害す
る堆積土砂撤去等の対策を44ヵ所で完成、姫路
市夢前町の砂防堰堤整備40ヵ所で土砂災害対策
を実施。このように各分野で強靭化が進捗した。
（２） 事前防災対策の着実な推進について
北野　河川改修など事前防災対策を着実に実

施されてきたが、昨年５月８日に発生した伊丹市
の天神川氾濫災害を受けて、市川砥堀地区の河
川改修事業において、より安全に事業を進めるた
めに、工事内容や施工方法を見直したと伺った。
どのような変更があったのか？
河川整備課長　市川砥堀地区の河川改修事

業は、平成26年度に下流部から着手、高木橋架け
替えや河床掘削、護岸整備などを進めてきた。上
流部の花田井堰・飾磨井堰周辺は、河床を掘削し
て河川断面を拡大する計画に変更。一定の工事
期間を要するが、洪水時の水位が低くなり、堤防
横の住宅地の災害リスクを小さく抑える。近年、
激甚化、頻発化する豪雨災害を受け、地域の安全
性を最優先に考えた計画。
（３） 河川の日常維持管理について
北野　地域住民から河川の草刈り、樹木伐採、

しゅんせつ土砂の撤去を要望する声が多い。しか
し、十分に答えられていないと考える。充当する

水産技術センターの機能強化水産技術センターの機能強化

予算が不足している、もしくは予算配分の優先度
が低いのではないか。積極的に進めていただき
たい。
河川整備課長　令和４年度から県単独土木費

を10億円増額し、草刈りを行い、樹木伐採や堆積
土砂撤去は令和５年度と令和６年度の予算を13
億円から20億円に増額し、重点化を図っている。
地域住民の要望に即した維持管理を行う。
北野　住民の方々にとっては、目の前の川に

しゅんせつ土砂や成長した樹木、土手に茂る雑
草は非常に不安である。地域の方もボランティア
で一生懸命草刈りをされている。我々もそれに対
して応援をしているが、予算もしっかり確保でき
るように尽力していきたい。行政が身近なと
ころの草刈りなどをやってもらうと県民との
信頼関係もできる。予算を確保し、努力して
いただきたい。

北野　夢前川水系水尾川上流工区の整備は、
20年に１回程度の降雨で発生する洪水を流下
させるとともに、下水道雨水排水計画と整合を図
り、早期に流域全体の治水安全度の向上を図る
ことを目的に事業化が決まった。令和３年10月の
決算特別委員会で進捗を質問したが、３年経過
した現在、姫路市との連携も含め、どのように進
んでいるのか？
河川整備課長　令和６年度以降は、事業に必

要となる用地買収を行った後、早期の工事着手
を目指す。

県土の激甚化対策について県土の激甚化対策について

夢前川水系水尾川上流工区の整備夢前川水系水尾川上流工区の整備

未来への発展が期待される姫路港

BeforeBefore

市川、夢前川、林田川ほか生命と財産を守る河川整備を実行

afterafter

夢前川を視察

産業立地条例のポイント


